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IGL研究所長 挨拶
Ocha-IGL Award 2022 

お茶大女性リーダー育成塾：徽音塾2022年度
開催報告
・海外調査研究派遣/「若手女性研究者支援」プロジェクト（前期）
・お茶の水女子大論 学長講演
・株式会社JERAとの連携講座

IGLより
・ グローバルリーダーシップ研究所関連授業（前期）
・ Ocha Summer Program for Global Leaders 2022

・ お茶大人材バンクをご活用ください

もっと前へ：新たに研究所がめざすもの グローバルリーダーシップ研究所 研究所長 挨拶

グローバルリーダーシップ研究所 研究所長

小林 誠

2022年度から新しい中期計画・中期目標の下でIGL

は新態勢で研究と教育に携わります。カリキュラム開発、

授業担当、教育効果測定、一般向けセミナーといった教

育に関する事業では順調に進めてきたと思いますが、シ

ンポジウムや共同研究を重ねてリーダーシップについて

研究する営みについてはまだまだ一層の努力が必要で

す。とはいえ、そもそもリーダーシップという概念が研究

テーマとしてどこまで成熟したものかは疑問もあります。

本屋さんでリーダーシップと銘打った本を眺めると極めて

通俗的な自己啓発本の類いが多く、リーダーシップの学

会も日本では1つあったのですが数年前から活動停止の

ようです。世界ではリーダーシップの学会もあるし有力な

ジャーナルもあるし、米国のMBAなどではリーダーシップ

のプログラムも珍しくないので、これらを積極的に学びな

がら批判的に新しい理論展開をしようともくろんでいます。

多くの人の英知を結集していければと思います。

IGLが発信するシンポジウムやセミナー、授業、徽音塾

などに、積極的な参加をお待ちしております。

お知らせ IGL2022年度活動案内エッセイコンテスト 「Ocha-IGL Award 2022」 募集について

グローバルリーダーシップ研究所（IGL）では、IGL主催、

共催の英語によるシンポジウムやセミナーに参加した本

学学生を対象として下記のとおり英語でのエッセイコン

テストOcha-IGL Awardを実施いたします。

このコンテストは、本学でご講演いただいた方々が、本

学の学生のリーダーシップ教育にと講師謝礼を辞退され

たため、先生方のご厚意を契機として創設されたもので、

「IGLセミナーにおいてリーダーシップ／リーダーについて

どのような学びが得られたか、その学びを今後どのように

活かしていきたいか」について、英語でまとめることをとお

して、リーダーシップ／リーダーについての理解を深める

ことを目的としています。 なお、優秀作品には副賞が授

与されます。

詳細はこちらをご覧ください。

【問合せ先】

グローバルリーダーシップ研究所

Ocha-IGL Award 事務局



お茶大女性リーダー育成塾:徽音塾2022年度 5月の活動報告

昨年度に引き続きオンラインで開催している今年度の
徽音塾には、全国各地から高い意欲を持った塾生が集
まっています。

開講式では石井クンツ昌子塾長から告辞があり、続い
て今年度初めて参加した塾生による代表挨拶もありまし
た。塾生代表挨拶では、Webで気軽に参加しやすい、１
科目からでも受講可能、直前でも講座申し込みができる、
徽音塾が仕事や家庭とは別のサードプレイス的存在にな
るという先輩方の言葉に感動したという理由から講座参
加を決意したということが述べられ、参加者の共感を呼
びました。

5月の「女性のエンパワーメントとリーダーシップ講座」

の初回講座「女性の生活が楽になる女性学〜忙しい中
でも自分らしく〜」（石井クンツ昌子講師）に21名、「自
分と次世代のための流されない生き方 ～人生のハンド
ルは自分が握る～」（岩田千栄美講師）に22名が参加し、
仕事と家庭・育児のバランスと自分らしい生き方、また、
キャリアに対する考え方をテーマに、講師・塾生の間で活
発な議論が交わされました。徽音塾では、引き続き多様
な分野・立場でリーダーシップの発揮をめざす女性を応
援します。

文責：深澤 南土実

（グローバルリーダーシップ研究所

特任アソシエイトフェロー）

お茶大女性リーダー育成塾:徽音塾 2022年度 6月～9月の開講予定表

詳細と各申込みは、徽音塾ホームページをご覧下さい。
「きいんじゅく」で検索可能です。
2022年度 開催概要
時 間 13:30 ～ 16:40（すべて土曜日）
形 式 Zoomを使うオンライン講座
※ PCでの受講を推奨します。
※ 1科目から受講いただけます。
※ 最新情報はHP、Twitterをご覧下さい。

【問合せ先】

徽音塾事務局（グローバルリーダーシップ研究所）

E-mail：kiin-le@cc.ocha.ac.jp 

徽音塾HP

徽音塾Twitter
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徽音塾 塾長
石井クンツ昌子先生

5.21 講師

岩田千栄美先生



開催報告

海外調査研究派遣/「若手女性研究者支援」プロジェクト（前期）

お茶の水女子大学論 学長講演

今年度の「お茶の水女子大学論」は2年ぶりに対面授
業を再開することができました。受講生は1年生を中心に
150名に上ります。5月18日には、佐々木泰子学長による
学長講演「『良妻賢母』からグローバル女性リーダーへ：
お 茶 の 水 女 子 大 学 の 歩 み そ し て 一 人 ひ と り の
“Journey”」が開催されました。学長がご用意くださった
スライドの冒頭では、20世紀を代表する英国の詩人T.S.
エリオットの長編詩「Four Quarters（『四つの四重奏曲
』）」からの一節が添えられていたことに気が付いた受講
生もいたかもしれません。「現在の時間と過去の時間はお
そらく未来の時間の中に存在し、そして未来の時間は過去
の時間の中に含まれている」という詩の通り、ご講演では
お茶の水女子大学（東京女子高等師範学校）の過去、現
在、未来を貫く壮大なJourneyに、学生をいざなってくださ
いました。

東京女子高等師範学校卒業生の中には、女性として初
めて帝国大学に入学した方々、海外に派遣され教鞭をとっ
た先輩方がいることをご紹介くださいました。女子教育が
大きく制限されていた大正・昭和戦前期に、これらの先人
たちが残した多大な功績は、女性リーダーを輩出するとい
う本学の社会的使命の礎を築くものです。これまでの学長
ご自身のパイオニアとしてのご奮闘―タイでお茶大オフィ
スを一から創設するというミッション達成や、海外の提携
校開拓の取り組み―についても、詳しくお話しくださいまし
た。

ご講演を通し、「まず何かをやってみること、扉を開けて
みること」の大切さを伝えて頂きました。またひとりではで
きないと思えることでも、周りからの支えを得て、協働や助
け合いによって実現可能となり、成功が自信につながって
いくというメッセージをいただきました。本学は、2025年に
創立150周年を迎えます。過去・現在・未来をつなぐお茶
の水女子大学の一員として、受講生にはぜひ、未来の扉
を積極的に開いていって欲しいと願います。

文責：宝月 理恵

（グローバルリーダーシップ研究所 特任講師）

株式会社JERAとの連携講座「SDGｓの達成に挑むグローバル女性リーダー育成3daysプログラム」

グローバルリーダーシップ研究所では、国
際的に活躍するアカデミック女性リーダーの
育成を目的として、これまで①「若手研究者
支援」（みがかずば研究員対象）、②「学生
海外調査研究」、③「国際学会派遣プログラ
ム」の３つの支援プロジェクトがありました。
今年度より①、②を１つに統合して新たに名
称を「若手研究者支援」と変更し、本学の大
学院博士後期課程の学生、みがかずば研究
員、ポスドク研究者等の海外調査研究に対し
て支援を行う方針となりました。来年度は①

～③を統合する予定です。
5月末に開催された本公募の事前説明会

では21名が参加し、すでに海外調査・渡航
を予定している院生らからの具体的な質問
に対応しました。今後、6月に申請・選考審査
を経て採択者が決定され、採択者向け説明
会を実施します。

文責：深澤 南土実

（グローバルリーダーシップ研究所

特任アソシエイトフェロー）

脱炭素に挑むグローバル女性リーダー育成のため、日
本最大の発電事業者である株式会社JERAを迎えて全3
回の講座を実施しました。対象は本学の学部生と大学院
生で、第1回目は最新の脱炭素社会について、第2回目は
多様な人材をマネジメントするために必要とされるインク
ルーシブ・リーダーシップについて、第3回目はJERAのオ
フィスを参加学生が訪問し自立的キャリアについて学ぶ機
会を得ました。

それぞれの回に20名前後の学生が参加し、毎回のディ
スカッションも非常に活気あるものもでした。参加した学生
の感想としては「SDGsの問題はとても大きく難しい問題
であり、事前課題を行っていた際など、なかなか一人では
答えがでずにいました。皆とのグループワークをし、他学生

の意見が聞け、とても貴重な機会になりました」、「自分の
強みがチームの方向性とあっていなくても、自分の個性を
つぶすのではなく、そこをどう生かせるかを考えて行動す
ることが必要だと感じた」などがありました。

文責：岡村 利恵

（グローバルリーダーシップ研究所 特任講師）
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「お茶大人材バンク」とは、お茶の水女子大

学の教職員が求める補助的業務（研究・実

験・事務補助・イベント等、謝金支払い又は非

常勤職）を、本学の大学院生（博士前・後期

課程在学生）・卒業生・修了生の皆様へ紹介

させていただくシステムです。

人材を求めている方、学内で働きたいと

思っている方はぜひご活用ください。

【問合せ先】

お茶大人材バンク事務局

（グローバルリーダーシップ研究所）

E-mail：jinzai-bank@cc.ocha.ac.jp

【発行元】 国立大学法人お茶の水女子大学 グローバルリーダーシップ研究所
〒112-8610 東京都文京区大塚2-1-1 人間文化創成科学研究科棟506室

Tel/Fax: 03（5978）5520     E-mail: info-leader@cc.ocha.ac.jp

URL: http://www.cf.ocha.ac.jp/igl/

お茶大人材バンクをご活用ください

2022年度グローバルリーダーシップ研究所関連授業（前期）

グローバルリーダーシップ研究所（IGL）では、2022年度前期に以下の授業を開講しています。後期の授業について

は次回のNewsletterに掲載いたします。

Ocha Summer Program for Global Leaders 2022

☆ 2022年7月19日（火）18:00-19:00
講師：キャシー松井氏（MPower Partners 
ゼネラルパートナー）

☆ 2022年7月20日（水）9:00-10:30
講師：小泉高子氏（JICA東京事務局副所長）

☆ 2022年7月 21（木） 18:00-19:30
講師：杉村美紀教授（上智大学）

特別講演会の対象は本学学生・教職員のみと
なりますが、皆様のご参加をお待ちしております。

【問合せ先】Ocha Summer Program

サマープログラム特別講演会をオンラインにて開催いたします。詳細はHPをご覧ください。

IGLより


